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戦
国
の
匪
に
生
ま
れ
信
長
の
虐
殺
か
ら
の
が
れ
た
男
児
は
、
や
が
て
奇
忍
の
画
人
と
し
一
し
活
躍
し
た
。

歴
史
や
物
語
な
ど
を
題
材
に
し
た
絵
巻
物
に
み
ら
れ
る
荒
々
し
く
残
忍
な
場
面
は
、
又
兵
衛
と
そ
の
時

代
の
一
面
を
物
語
る
。
福
井
に
生
ま
れ
育
っ
た
奥
色
絵
師
の
活
躍
ぶ
り
を
、
近
年
発
見
さ
れ
一
躍
話
題

と
な
っ
た
絵
巻
物
を
中
心
に
そ
の
謎
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
解
き
明
か
す
。

會
付
録
舎
遍
歴
と
伝
説
ー
ー
浮
世
又
兵
衛
と
浮
世
坊

さ

東

京

国

立

文

化

財

研

究

所

鈴

木

廣

之

ー
1

|

'
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一
麗
目
次
陰
酪
の
画
家
岩
佐
又
兵
衛
又
兵
衛
の
伝
記
又
兵
衛
の
落
款
あ
る
一

一
作
品
ー
勝
以
画
又
兵
衛
風
絵
巻
群
山
中
羹
’
噸
汀
物
語
，
／
堀
江
巻
双
祇
一

一
上
瑠
璃
／
小
栗
判
官
，
訟
巻
群
皇
臀
~
／
そ
の
讐
喜
瑠
璃
絵
巻
群
一

一
又
兵
衛
工
湧
ぐ
甚
時
様
風
俗
画
忠
直
、
勝
子
、
そ
し
て
又
兵
衛

，
 

No

岩
佐
又
兵
衛

辻

惟

雄

定
価
一
、
三

0
0
円

●
監
修
1
1
文
化
庁

東
京
国
立
博
物
館

京
都
国
立
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館
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休
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ー
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磁
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磁
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・
古
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編
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の
海
外
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の
動
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て
。
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去
る
九
月
十
七
日
、
ド
，
1
2
連
祁
共
和
国
（
西
独
）

0

ハ
ン
プ
ル
グ
特
別
市
立
工
芸
美
術
淳
物
館
て
、
文

化
庁
，
国
際
交
流
基
金
共
催
に
な
る
「
四
季
、
日
平

の
美
術
．
i
展
が
開
会
さ
れ
た
。
そ
の
前
日
、
同
館
で

行
わ
れ
た
関
会
式
に
は
ア
ら
＇
セ
J
l
.
-
9
，
ず
ン
，
・
ザ
'
J
I

テ
ル
ン
館
長
、
移
浦
症
へ
、
グ
ブ
ル
グ
日
本
総
領
事
、

大
崎
文
化
庁
長
官
（
山
本
代
読
）
、
小
塩
国
際
交
流
基

金
ケ
ル
ン
H
本
文
化
会
館
長
の
そ
れ
ぞ
れ
り
挨
拶
か

あ
り
、
参
会
者
は
同
館
の
ロ
ピ
ー
、
階
段
を
埋
め
尽

く
し
て
極
め
て
盛
会
で
あ
っ
た
（
，
こ
の
展
覧
会
は
花

烏
、
草
虫
な
と
日
本
の
囮
季
の
変
化
の
美
し
さ
を
題

材
と
し
た
絵
画
、
工
芸
晶
な
ど
桃
山
、
江
戸
時
代
C
J

美
術
品
百
件
（
う
ち
重
文
二
件
）
で
構
成
さ
れ
た
も

の
で
、
文
化
庁
主
催
（
文
化
財
保
護
委
員
会
時
代
を

含
む
）
に
な
る
日
本
古
英
術
の
海
外
展
と
し
て
は
第

二
十
「
五
回
目
に
当
た
る
。
日
本
の
秋
り
気
候
と
ほ
ば

変
り
な
い
ハ
ン
プ
，
叩
グ
り
地
て
、
適
切
に
温
湿
度
調

整
さ
礼
た
展
示
至
に
謡
件
，
し
、
℃
美
術
工
芸
課
鈴
木

｀
ト
ン
美
術
館
の
五
か
野
で
、
よ
；
，
メ
．
リ
カ
，
I
L
日
本

古
笑
術
展
」
か
一
月
か
ら
十
二
月
乙
一
か
年
行
わ
れ

応
。
同
展
は
閣
隈
決
定
を
経
て
名
酋
総
裁
に
高
松
宮

殿
丁
、
顧
問
に
吉
円
首
相
、
外
務
．．
 

大
蔵
、
文
部
各

大
臣
を
戴
い
て
文
化
財
保
護
委
員
会
か
実
蒐
し
た
C
}

出
品
女
化
財
は
計
九
十
一
件
（
う
ち
御
物
一
件
、
国

宝
ト
ニ
件
、
重
要
文
化
財
五
十
七
件
）
て
米
国
海
軍

⑦
輸
送
船
で
連
ば
れ
だ
。
全
期
間
の
入
嶋
者
数
は
四

十
二
万
三
千
人
と
い
う
、
こ
れ
又
盛
況
て
あ
っ
た
。

こ
の
予
想
り
上
巧
成
果
は
欧
州
諸
国
に
も
多
大
な

反
轡
を
呼
ひ
、
そ
の
強
い
要
望
に
応
し
て
実
施
さ
れ

た
の
か
昭
和
三
十
二
年
四
月
か
ら
翌
三
十
四
年
二
月

に
か
け
て
行
わ
几
た
「
欧
州
巡
回
日
本
古
美
術
展
」

で
あ
る
。
こ
〇
畏
覧
会
も
閣
誤
決
定
を
経
て
、
フ
ラ

ン
ス
品
』
立
近
代
美
術
館
）
、
イ
4

ャ
リ
ス
（
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
・
ア
ン
ド
C
ア
ル
バ
ー
：
＇
卜
美
術
館
）
、
~
ず
ラ
ン
ダ
，

（
ヘ
ー
グ
市
立
美
術
館
『
イ
タ
．
I
J
ア
一
。
ハ
ラ
・
、
．
＂
‘
・
オ
・

デ
ィ
・
エ
ス
ポ
ジ
チ
ォ
ー
ネ
）
の
四
か
所
で
行
わ
れ

た
。
高
松
宮
・
同
妃
両
殿
下
を
名
誉
総
裁
に
岸
首

相
、
外
務
、
大
蔵
、
文
部
各
大
臣
を
名
警
委
員
に
戴

ハンプルグ特別市立工芸美術博物館

「四季， 日本の美術J展標示板

ハンプルグ特別市立工芸美術博物館
「四季，日本の美術」展 会場風景

規
天
中
村
順
昭
両
君
の
手
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
た

文
化
財
が
全
点
ケ
ー
ス
内
に
収
め
ら
れ
た
格
調
の
あ

る
展
示
風
景
を
眺
め
つ
つ
、
か
つ
て
海
外
展
開
催
に

尽
力
さ
れ
た
美
術
工
芸
課
諸
先
輩
の
苦
労
話
を
憶
い

出
し
て
隔
世
の
感
に
堪
え
な
か
っ
た
。

戟
後
c
n
日
本
占
美
向
品
の
海
外
展
の
瓶
史
は
昭
和

二
十
六
年
九
、
卜
月
に
開
催
さ
れ
た
よ
印
和
記
念
サ

、二，
W

ン
シ
ズ
「
1

日
本
古
美
術
展
，
l

こ
孟
場
、
デ
・
ヤ

ン
グ
記
念
博
物
館
）
に
始
ま
る
。
こ

n展
覧
会
は
文

比
庁
の
前
身
で
あ
る
文
化
財
保
護
委
員
会
と
デ
：
』
＇

ン
ゲ
．
罰
念
博
物
館
と
の
共
催
で
行
わ
れ
~
た
も
の
で
、

出
品
件
数
は
百
七
十
八
件
、
御
物
の
「
詮
師
草
紙
．
一

を
始
め
と
し
て
雷
舟
C

高
ま
字
止
水
図
」
な
ど
重
要

文
化
貯
四
十
八
件
を
含
む
絵
画
、
見
刻
、
上
芸
、
書

跡
、
考
古
の
名
品
展
で
、
規
模
と
し
て
は
戦
前
唯
一

の
海
外
展
で
お
る
昭
和
十
四
年
(
]
「
ベ
ル
リ
ン
日
本

古
美
術
展
」
（
百
二
十
六
件
、
う
ら
旧
国
宝
▲
二
＇
几
件
）

を
上
廻
る
も
の
で
あ
（
｀
竺
昭
秤
二
十
六
年
七
月
に

閣
議
決
定
を
み
た
同
展
は
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員

長
高
僑
誠
一
郎
氏
を
団
長
と
し
て
派
遺
職
員
七
名
が

し

た

喜

i

郎

京

都

国

立

、

1

・

主
田
中
一
松
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
長
と
交
替
）

を
団
畏
と
ー
し
、
出
品
文
出
財
は
絵
両
．．
 

周

狐

考

古

：
い
計
百
四
十
三
件
（
う
ち
御
物
五
件
、
国
宝
三
寸
五

件
、
重
要
文
化
財
八
十
亙
件
｝
で
、
鳥
娯
戯
画
．
山

越
阿
弥
覧
、
一
遍
上
人
絵
伝
等
の
名
品
を
含
め
定
大

畏
覧
会
で
あ
っ
た
r-

こ0
ょ
う
に
戟
後
初
期
の
海
外
展
は
い
わ
ぱ
日
本

の
国
を
挙
け
て
り
事
業
で
あ
{
J
た
か
、
そ
の
後
し
ば

ら
（
、
海
外
展
の
こ
と
は
な
＇
く
、
昭
和
四
十
年
代
に
は

四
十
年
C

「
未
梱
巡
回
日
本
占
美
術
展
L

、
四
十
二
年

に
は
復
帰
前
の
琉
球
政
府
下
で
｛
い
「
沖
縄
日
本
古
美

術
展
」
な
と
六
件
の
海
外
展
か
行
わ
れ
た
C
つ
い
で

随
伴
し
た
。
開
催
期
間
は
三
十
二
日
間
と
短
か
一
こ
た

ヵ
、
入
場
者
数
は
二
七
万
を
越
え
、
こ

C
た
め
朝
十

時
か
ら
夜
十
時
ま
で
開
館
し
た
と
い
う
大
盛
況
で
あ

っ
竺
唯
‘
空
調
施
設
の
な
い
、
ま
た
大
型
ケ
ー
ス

の
な
い
会
場
で
、
随
伴
し
た
人
々
は
時
に
は
取
は
た

き
で
美
術
品
の
埃
を
払
い
、
会
場
に
は
水
鉢
、
盆
栽
、

植
木
鉢
を
入
れ
て
乾
燥
を
防
い
た
と
い
わ
れ
，
そ
の

苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
展
覧
会
の
成
功
は
日
本
十
L
l
芙
術
展
を
未
匹
東

部
で
も
行
｛
て
欲
し
い
と
い
う
強
い
要
望
を
臼
ぶ
U

起

こ
し
、
翌
々
二
十
八
年

'-",r:¥'ヽ
ご
．
＋
ン
ョ
十
刈

ギ
ャ
―
ラ
リ
，
，
‘
，
'
、
ニ
ュ
ー
＇
ヨ
ー
ク
・
メ
ー
＇
口
ぷ

11

タ：ご

美
術
畔
呵
、
：
ア
ト
↓
美
術
誼
、
こ
9
カ
ゴ
笑
術
館
、

3
下

イ
に
入
る
と
海
外
!
-
I
9
A
t
,
x
,
"ゞ'
:
?
~
f
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ア
メ
リ
カ
九
国
f
西
卜
，
ー
ツ

二
回
、
フ
―

□ズ
一
回
の
計
十
二
回
昭
和
六
十
年

代
て
は
今
日
ま
で
の
三
か
年
間
に
ア
メ
リ
ウ
i
-
f
g
j
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
一
回
、
西
ド
イ
ッ
＇
，
一
回
の
計
四
回
か

行
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
代
後
半
以
降
に
み
わ
れ
る
文
化
庁
主

饂
海
外
展
の
特
徴
は
、
初
期
の
時
代
と
異
な
り
、
東

洋
部
門
あ
る
い
は
日
本
部
門
の
あ
る
欧
木
の
エ
要
笑

術
館
と
文
化
庁
と
の
協
議
か
中
心
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
展
院
会
の
肉
容
も
例
え
は
「
端

林
美
術
展
」
｛
昭
和
四
卜
五
年
、
未
国
ホ
ス
ト
／
差

術
館
）
、
「
9
日
乍
文
入
画
展
」
（
昭
和
四
＇
千
七
年
、
木
同

ア
ジ
ア
ハ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
，
＇
）
、
「
日
本
名
陶
百
送
展
，
＇

（
昭
和
四
十
七
、
八
年
米
国
シ
ア
ト
ル
美
神
館
）

心
ど
の
よ
う
に
日
本
文
化
の
様
々
な
分
野
を
専
門
の

立
場
か
ら
取
上
げ
て
行
く
方
向
が
次
第
に
顕
署
と
な

っ
て
い
る
。

こ
っ
し
た
傾
向
は
海
外
展
か
一
見
ア
メ
リ
カ
中
心

に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
も
た
ら
し
ゃ
’
c

文
化
庁
主
催
海
外
展
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
二
十

五
回
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち
戦
後
の
日
米
関
係
を
反
映

し
て
ア
メ
リ
カ
展
は
十
七
回
あ
る
が
、
昭
和
四
十
年

代
後
半
か
ら
五
十
年
代
の
海
外
展
十
五
回
の
う
ち
十

二
回
が
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
の
は
そ
の
傾
向
を
よ

く
示
し
て
い
る
。
時
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ

偏
重
に
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
｀
実
際
の
理

由
は
日
本
美
術
に
関
す
る
関
心
、
研
究
が
ア
メ
リ
カ

の
美
術
館
に
高
く
、
ま
た
日
本
美
術
の
研
究
者
の
数

も
多
い
こ
と
に
あ
る
c

去
る
昭
和
五
十
二
年
、
日
米

---~ l l ---
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教
育
文
化
交
流
会
議
(
C
U
L
C
O
N
)

C
.
分
科
会
で
あ

る
博
物
館
小
委
員
会
に
お
い
て
、
日
米
の

H
本
古
美

術
に
関
す
る
美
術
館
関
係
者
が
集
ま
り
、
日
本
占
美

術
品
｛
い
取
扱
い
、
畏
示
環
境
等
を
定
め
だ
「
海
外
展

J
J
際
の
美
術
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
ス
タ
デ
．
4
1
1
.

7
ル
ー
，
フ
」
報
告
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
報
告
書
は

爾
来
ア
メ
リ
カ
で
日
本
古
美
術
展
を
行
う
場
合
に
遵

守
ず
＼
｝
，
1

～
基
本
幕
項
と
評
価
さ
礼
て
い
る
が
、
そ
の

大
郎
分
か
ぜ
い
閲
な
材
質
で
構
成
さ
札
て
い
る
日
本

の
ナ
；
、
化
叶
内
特
賢
を
考
、
よ
る
と
、
こ
う
し
た
同
国
間

屈
四
，
完
の
努
'
[
ぃ
，
か
ア
J
ー
ワ
た
1

3

"

'

)

戸
滑
，
髯
停
咋
展
‘
-
}
“
・

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
出
光
美
術
館
は
北

欧
云
叩
和
四
十
几
年
）
、
r
．
-
{
,
’
ン
ス
（
昭
和
五
卜
六
年
）
、

ア
メ
リ
カ
—
昭
和
五
i
i
六
、
五
十
七
年
）
オ
ー
ス
＼
‘

ラ
リ
ア
（
昭
和
万
十
七
年
）
・
・
ト
ル
コ
（
昭
和
六
'
T
-

年
）
と
各
地
で
開
催
し
て
い
る
の
か
注
目
さ
礼
よ
う
。

ま
た
近
年
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
市
等
の
地
力
公

共
団
体
の
行
う
海
外
辰
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
都
市
か

友
好
姉
妹
関
伶
に
あ
る
外
国
都
市
と
文
化
交
流
を
進

め
て
い
る
中
八
，
9
こ
と
で
、
例
え
ば
福
岡
市
と
『
ラ
．
，

ス
・
ポ
凡
ド
．
i
市
問
て
行
わ
れ
た
「
江
戸
5
美
雨
展
，
l

（
昭
和
立
十
七
年
『
名
古
屋
市
か
メ
キ
シ
コ
市
、
ロ
サ

こ
ヱ
ル
ス
吉
で
開
い
だ
「
日
本
（
い
侍
の
世
界
展
」
（
昭

和
五
十
九
年
二
寺
ガ
あ
る
u

自
身
で
准
外
展
を
行
ら

に
足
り
る
所
蔵
品
を
持
っ
て
い
る
博
物
館
、
美
術
館

は
現
状
で
は
そ
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
う

ち
国
並
み
に
地
域
の
仕
寺
、
個
入
の
所
有
す
る
文
化

財
を
借
り
て
海
外
展
を
行
う
時
か
来
る
可
能
性
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
特
定
の
社
寺
に
関
す
る
海
外
展
と
し

て
は
「
唐
招
提
寺
展
」
（
昭
和
五
十
二
年
）
、
「
固
宝
鑑

真
和
上
像
中
国
展
，
i
（
昭
和
五
卜
五
年
）
、
「
法
隆
寺
宝

物
展
」
（
昭
和
五
卜
六
年
）
、
i
東
大
寺
秘
宝
展
」
函
昭
和

六
十
一
年
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
~
綬
を
得
て
開
催

さ
れ
て
時
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
＂

こ
う
し
た
所
謂
民
間
レ
ベ
ル
で
の
海
外
展
に
つ
い

て
、
文
化
庁
は
こ
れ
ま
で
主
催
者
の
要
望
を
う
け
て

指
導
、
助
言
に
当
た
り
、
出
品
文
化
財
の
内
容
に
よ

っ
て
は
文
化
庁
の
担
当
者
、
時
に
は
国
立
博
物
館
の

c
 

行
い
易
い
肯
最
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
特
に
笞
應
す

べ
き
点
で
あ
ろ
‘
「
-

0

我
か
固
と
友
好
関
係
の
実
績
を
持
っ
ア
メ
リ
カ
の

主
要
美
術
館
よ

n
n
海
外
展
開
備
の
申
入
、
社
は
今
後

共
永
続
す
る
情
況
に
あ
る
か
、
近
年
C
特
岱
は
欧
州

諸
国
よ
り
の
要
望
が
急
速
に
高
ま
（
一
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
の
数
年
、
文
化
庁
と
国
際
交
流
基
金
と

の
共
催
展
が
増
え
て
い
る
の
は
そ
（
い
影
響
の
表
れ
で
、

文
、
ウ
ェ
｀
辛
ン
て
の
「
日
太
r

隊
磁
名
品
展
」
｛
昭
和
六
十

年
）
叉
ぴ
本
年
c
]

ハ
、
二
9

，
几
ゲ
，
特
別
市
て
の
「
四
季
、

日
本
の
美
術
襄
」
は
そ
の
具
体
例
ご
あ
る
，

位
外
に
＇
ー
そ
げ
る
日
，
下
・
1

号
夫
四
黒
己
辛
備
は
三
、
四

協
力
を
得
て
学
芸
担
当
者
を
液
遣
す
る
な
ど
、
展
覧

会
の
円
滑
な
運
営
と
出
品
さ
れ
る
文
化
財
言
争
に

努
め
て
い
る
が
、
こ
れ
又
、
そ
口
将
米
に
〖
]
い
て
は

課
題
か
多
い
と
思
わ
且
る
3

時
折
、
述
下
鉄
等
の
広
智
ポ
ズ
タ
ー
を
見
て
感
ぃ
ー

る
こ
と
で
ち
る
が
、
現
在

n
日
本
ば
と
諸
外
国
の
芙

術
展
を
見
？
ら
に
恵
ま
れ
た
国
は
な
い
こ
思
わ
れ
る
C

稟
の
名
品
が
ど
れ
位
来
て
い
る
巧
か
は
別
と
し
て
、

そ
の
う
ち
世
界
中
の
美
術
館
て
日
本
区
祈
尚
品
を
出

品
し
だ
こ
と
⑦
な
い
館
を
捜
す
の
に
一
苦
労
す
る
f
い

で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
札
る
，
こ
う
し
た
現
象
は

ひ
と
え
に
報
道
機
関
冗
文
化
担
当
者
の
怒
力
に
よ
る

も
の
で
、
そ
ハ
功
績
は
極
め
て
大
き
い
「
．
し
か
し
な

が
ら
山
際
文
化
交
流
は
文
字
通
り
相
互
交
流
で
あ
る
。

最
近
、
日
本
に
所
蔵
品
を
出
品
し
た
欧
州
の
某
美
術

館
長
か
ら
日
本
古
美
術
展
を
要
望
さ
れ
た
e

そ
り
館

長の一――-iI
い
分
は
日
本
の
公
私
立
幻
美
術
館
に
こ
れ
迄

多
く
の
館
蔵
品
を
貸
出
し
て
い
る
の
で
、
是
非
考
慮

し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
、
私
は
か
つ
て

或
る
新
聞
社
の
文
化
担
当
者
が
「
我
々
は
日
本
の
た

め
に
苦
労
し
て
外
国
美
術
展
を
招
致
し
て
い
る
の
て
、

若
し
出
品
国
が
お
返
し
に
日
本
古
美
術
展
を
求
め
た

ら
、
そ
れ
に
答
え
る
の
は
国
の
責
任
」
と
言
っ
て
い

た
の
を
憶
い
出
し
汀
近
年
、
日
c
t
，
古
美
術
歴
を
行

う
た
め
に
は
文
化
庁
の
動
向
か
無
視
出
来
な
い
と
気

付
き
始
め
た
欧
州
諸
国
は
、
外
交
ル
ー
ト
を
涌
じ
、

時
に
は
直
接
に
熟
い
目
差
し
を
送
り
始
め
て
い
る
が

「
検
酎
し
て
お
き
ま
す
」
と
『
日
う
返
事
を
「
イ
エ
ス
」

と
受
取
っ
て
帰
る
欧
米
の
入
々
に
「
駄
目
」
と
返
事

す
る
の
は
勇
気
を
要
す
る
。

美

術

展

美

術

館

の

相

互

交
流
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
の
が
本
来
の
姿
と
は

思
う
か
、
館
蔵
品
が
＂
少
な
い
我
が
国
の
博
肱
館
の
実

情
を
考
え
る
と
そ
れ
も
現
実
性
芦
乏
し
し
。
一
方
に

今
後
一
層
進
展
す
る
て
あ
ろ
う
国
際
文
化
交
流
の
凶

要
怯
を
考
え
．
他
方
、
異
な
っ
文
気
候
、
環
疫
の
変

化
に
特
に
蒻
い
我
が
国
の
貴
璽
な
文
化
財
の
保
謹
{
]

在
リ
方
の
重
み
を
思
う
と
計
画
性
〔
＇
あ
る
中
問
的
兒

通
ー
を
立
て
て
行
（
く
、
こ
と
か
必
要
で
あ
ろ
う
f
こ
と

に
畏
覧
会
は
回
を
重
ね
る
度
に
名
品
殷
指
向
と
な
る

煩
向
が
あ
ろ
(
V
J
だ
か
ら
3

か
つ
て
昭
和
―
二
十
三
年
に
実
施
し
だ
欧
州
巡
回
日

本
古
姜
術
展
に
さ
い
し
、
当
時
5
担
当
者
か
報
告
書

の
中
で
、
「
日
本
の
古
美
術
品
は
非
常
に
い
た
み
易
く
、
長

追
の
輸
送
や
た
ぴ
た
び
の
展
観
に
対
し
て
か
な
り

危
険
か
あ
る
も
の
が
多
く
，
し
か
も
そ
れ
ら
り
多

く
か
個
人
や
社
寺
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
の
で
、

所
有
者
の
都
合
も
あ
り
、
第
一
級
の
優
品
の
み
を

揃
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
上
、
最
近

に
お
い
て
、
か
け
か
え
の
な
い
国
宝
そ
の
他
の
重

要
な
文
化
財
を
国
外
に
搬
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
国
内
の
世
論
が
ぎ
び
し
く
な
っ
て
い
る
一
方
、

昭
和
二
十
九
年
に
、
重
要
で
破
損
の
お
そ
れ
の
多

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
保
存
上
、
国
内
に
お
い
て

も
移
動
を
制
限
し
、
出
品
を
許
さ
な
い
と
い
う
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
（
以
下
略
）
」

と
述
べ
て
、
海
外
展
実
施
の
難
し
さ
に
ふ
れ
て
い
る

言
葉
は
今
日
な
お
日
本
古
美
術
の
海
外
展
の
課
題
と

し
て
重
み
を
持
っ
て
い
る
。
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年
か
か
る
の
が
通
例
で
、
文
化
庁
か
原
則
と
し
て
年

一
回
の
海
外
展
開
催
能
力
を
限
度
と
し
て
い
る
現
状

の
中
で
、
欧
米
諸
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
対
し
、

い
か
に
円
滑
に
対
応
し
て
ゆ
く
か
と
言
う
こ
と
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
c

日
本
古
美
術
展
を
通
じ
て
の
国
際
文
化
交
流
は
、

文
化
庁
主
催
展
だ
け
で
は
な
く
、
所
謂
民
間
レ
ベ
ル

に
お
い
て
も
永
い
屈
史
と
実
績
が
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
国
指
定
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
、
あ

る
い
は
重
要
美
術
品
を
含
む
展
覧
会
に
つ
い
て
見
れ

ば
昭
和
二
十
七
年
米
固
ロ
サ
ン
ゼ
ル
て
州
立
美
術

館
に
お
け
る
「
中
同
古
隅
磁
展
」
を
始
め
と
し
て
今
一

日
ま
で
凡
そ
じ
十
五
回
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ツ
1i
 

そ
の
う
ち
中
心
を
占
め
る
の
は
新
聞
仕
、
子

l
ピ

一

局
等
C
報
直
機
関
の
主
催
展
で
、
そ
の
内
容
は
多
彩
一

で
あ
る
が
、
地
域
的
に
は
日
本
経
済
新
聞
社
が
昭
和

四
十
年
代
に
ゾ
ビ
エ
ト
連
邦
を
始
め
と
す
る
東
欧
詰

国
で
海
外
展
を
院
僅
し
て
い
る
の
か
注
目
さ
れ
る
ウ

ま
た
国
際
交
流
基
金
（
前
身
は
国
際
文
化
翌
輿
会
〉

（
い
活
躍
が
進
展
し
て
く
る
の
は
昭
和
五
十
年
代
に
入

二
＇
ら
で
、
西
卜
，
ー
ツ
、
ヘ
ル
キ
ー
，
器
て
の
日
本
木
彫

展
（
昭
和
五
i
四
年
）
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
「
江
戸
七
美

術
展
」
（
昭
和
五
．
ャ
六
年
）
は
欧
州
に
お
け
る
近
年
ハ
p

大
規
模
な
日
本
古
姜
術
展
と
し
て
記
憶
に
新
し
い
し

所
蔵
の
コ
レ
タ
シ
ョ
ン
で
涜
外
展
を
行
（
・
た
財
団
注

＼
の
美
術
館
と
し
て
は
常
益
山
文
嗚
、
出
光
美
術
館
、

平
木
浮
世
絵
美
術
財
団
、
五
島
美
術
舘
‘
M
o
0
A
美

術
館
、
サ
‘
,
'
し
ヽ
ー
ド
，
＂
I
美
術
誼
、
徳
川
菜
叩
会
（
南
偉



事

報

告

及

び

予

定

鑓
造
物
修
碑
主
任
技
術
者
講
習
会
（
於
二
固
立

部
地
区
）
（
於
羞
良
県
）
9
日
ま
で

部
地
区
｝
（
於
二
屁
児
島
県
j
1
1
日
ま
で

隠
研
究
協
『
閃
z

c

(

於
[
松
山
市
）
1
1
日
ま
で

半
務
担
当
職
員
研
修
会
ょ
於
＂
国
立
教
育
会
館

題

研

究

協

議

会

（

り

｀

市

）

1

8

日

ま

て

i

i
 

靡

地

区

二

於

三

塁

：

2

5

日

ま

て

i

〕
（
東
京
公
演

□於
碕
碑
立
判
場
）
約
日
ま
て

ー
〕
（
奈
良
公
涸

□凸
奈

良

甕

i

i
 

i
 

令

斜
弐
究
築
会
（
於
二
釆
京
国
立
博
物
館
）
6
日
ま
て

外
美
術
名
品
尼
「
浜
口
陽
．
二
展
L

広バ

□口・芍if更

作
権
隅
賞
会
（
於
二
見
＞
一
オ
リ
、
，
ピ
ワ
ク
記
念
肴
少
年

且
日
ま
で

教
法
人
実
務
研
修
会
（
於
．
忍
畠
市
）

外
美
術
丸
品
展
「
浜
口
g2
-

」
ぶ
"
[
い
わ

扱
講
習
会
（
於
二
駅
都
市
）
に
月
5
日
ま
て

.
”
•
十
一
月
歌
舞
伎
公
演

曲
亭
馬
琴
1
1
原
作
三
島
由
紀
夫
札
作
溢
演
出

通
し
狂
言
椿
説
弓
張
月
＝
一
幕

1
月
5
日
『
一
ご
ー
〖
f5
日
（
金
）

昭
和
四
十
四
年
＇
i
ー
一
月
、
陶
は
言
一
周
年
記

念
公
函
と
し
て
上
演
さ
れ
た
『
怜
説
号
張
月
』

は
、
判
摩
馬
琴
i
り
長
悩
読
本
を
原
作
に
し
て

三
烏
由
紀
夫
氏
か
台
本
化
し
、
自
ら
演
出
ま

て
も
手
か
け
た
歌
舞
伎
刺
5
超
大
作
で
あ
る
＂

歌
舞
疲
紐
特
（
二
作
劇
術
と
腺
弐
的
な
貼
代
拘

歌
舞
伎
の
演
技
を
基
詞
に
、
で
て
か
ま
こ
と

に
歌
蝶
波
ら
し
い
作
品
に
仕
文
て
上
げ
ら
れ

て
い
る
，

八
上
の
巻
＞
烏
羽
上
畠
と
桑
佗
新
飩
か
争
っ

た
保
元
の
乱
に
新
院
側
に
立
（
．
て
敗
れ
た
洒

為
朝
は
洪
豆
大
島
に
流
さ
れ
る
を
仇
官
の
娘

，
彫
江
を
妻
ど
し
て
再
挙
を
企
て
る
か
、
應
代

官
か
平
家
勢
を
引
き
連
れ
て
来
飩
す
る

•
2
5彫

江
は
自
害
し
て
果
て
へ
為
朝
は
中
心
臣
の
紀
平

冶
と
共
に
揺
小
月
に
兎
こ
て
讃
岐
に
渡
る

五
忙
豆
大
島
の
場
｝
e

八
中
の
巻
＞
為
朝
は
新
院
の
餃
を
拝
し
て
、

父
為
菱
ら
と
共
に
出
現
し
た
新
院
の
御
旨
に

よ
っ
て
九
州
に
渡
る
（
臼
峯
の
場
｝
。
肥
後
の

団
木
原
山
中
て
再
挙
の
為
の
匠
を
集
め
る
妻

の
白
誌
姫
と
—
子
舜
天
丸
に
再
会
す
る
（
木

原
山
中
・
同
山
差
の
楊
一
。
挙
兵
の
時
至
り
海

路
東
上
し
よ
う
と
す
る
力
暴
風
に
遭
う
，
．
日

郎
党
高
聞
太

郎
は
死
ぬ
か
．
紀
平
沿
と
舜
天
丸
は
怪
魚
に

助
け
ら
れ
る
。
船
と
匡
待
の
流
れ
羞
，
＇
、
先
は

い
す
こ
か
（
薩
南
海
上
の
楊
｝
。

、
9

’

-

6

.

』

9
,
'
’
)
`
7

時
し
も
琉
球
は
内
乱
ゲ
こ
真
只
中
，
好
臣
利
勇

は
里
女
阿
公
と
組
ん
て
寧
モ
女
ふ
ぶ
墜
躙
，
／
」
な

る
m
．
芝
坊
け
て
い
た
。
渫
消
、
こ
に
翌
朝
は
舜

天
丸
や
兄
平
治
と
再
会
し
、
心
乎
王
女
に
栗
り

終
っ
之
亡
妻
白
縫
姫
と
も
追
‘
r
,
・
（
北
谷
斎
鯖

｛
い
隻
e

与
朝
は
玉
女
を
救
け
て
琉
球
王
朝
：

耳
建
に
ガ
を
忍
す
。
悪
逆
非
造
万
阿
公
芝
討

っ
た
か
．
実
は
こ
の
阿
公
こ
そ
紀
平
治
＇
い
匹

十
年
以
前
の
姿
だ
っ
た
し
、
為
朝
と
共
に
庁

泳
王
朝
再
建
に
凩
力
す
る
鶴
と
亀
兒
弟
り
籾

舟
で
も
あ
っ
た
（
央
嬬
宿
の
場
f
よ
う
よ
う

琉
球
図
は
平
定
さ
れ
贄
為
朝
を
王
’
『
と

い
ー
・
人
ぺ
の
穎
＼
を
固
辞
し
て
舜
天
九
を
目

王
に
推
し
、
新
院
の
迎
え
で
あ
る
白
馬
に
ま

た
か
り
、
日
本
を
目
ざ
し
て
為
朝
は
蛹
途
に

つ
く
の
て
あ
っ
た
（
運
天
海
浜
宵
宮
の
場
）
c

以
上
、
各
場
面
に
三
島
氏
ら
し
い
見
せ
場

ガ
用
意
さ
れ
て
い
る
c

大
島
の
場
は
純
粋
な

義
太
夫
歌
舞
伎
て
壮
重
な
竹
本
劇
だ
，
l
J
八
中

の
巻
＞
か
ら
は
一
転
し
て
グ
ロ
テ
文
ク
な
女

た
ち
に
よ
る
糊
り
殺
し
や
大
船
の
難
般
r

怪

魚
や
烏
天
狗
の
活
躍
、
そ
し
て
血
潮
飛
ぶ
切

腹
場
面
と
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
見
せ
場
が
続
き

八
下
の
巻
＞
て
又
々
一
変
、
エ
、
キ
ゾ
チ
ソ
ク

な
琉
球
を
舞
台
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
王
朝

再
嬰
の
物
語
か
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
＂
三
島

i

}

 
-

m

-

冒

・

心

1
.
¥
’
.

.
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i
_
,
H
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一
砂
文
訓
豆

□
m
巧

l

一
り
瓜
年
，
A

年
＇
氏
か
i

冨

詞

琶
5

日

I
s
-

豆
文

□
大＇文

一箪
l
:
.
、
ー
、
さ
一

一

古

向

[

.

9

.

L

 

板
金
を
文
柚
に
切
り
、
森
器
の
磁
面
に
貼
り
つ

け
る
技
法
で
、
蒔
絵
の
技
法
に
入
れ
ら
れ
る
。
中
国
で
は
平
脱
と
よ
ば

れ
て
、
唐
時
代
に
成
皿
ん
に
行
わ
れ
た
。
我
か
国
に
は
奈
良
時
代
に
伝
わ

り
、
平
文
と
い
う
日
本
名
か
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
は
し
め
は
草
花
や

烏
獣
C
文
様
を
平
文
の
み
で
表
わ
し
て
い
た
か
、
次
第
に
金
扮
を
蒔
，
、
＼

技
法
を
中
心
と
し
た
蒔
絵
の
一
部
と
な
っ
た
ぐ
従
っ
て
、
平
文
は
細
か

な
四
角
の
板
金
を
貼
る
な
と
、
単
縄
な
も
の
に
な
っ
て
い
（
た
。

お
お
ば
し
．
↓
S
3
9
{

大
楊
松
魚
は
金
沢
の
虚
師
の
家
に
生
ま
れ
、
は
し
め
家
業
を
舒
ん
て

い
た
か
、
り
ち
に
松
田
橘
六
に
師
返
し
、
本
格
的
に
蒔
絵
を
学
ぶ
と
ど

も
に
、
中
尊
奇
金
色
裳
な
と
の
文
化
吋
の
保
存
修
理
に
従
事
ー
ふ
た
。
た

ま
だ
ま
仰
勢
神
宮
の
御
神
よ
を
制
作
す
る
仕
事
で
、

平
文
の
技
術
に
出
へ
竺
竺
裔
粉
を
蒔
い
た
蒔
絵
だ

け
で
は
物
足
り
な
さ
を
感
し
て
い
た
の
で
平
文

n

強
い
効
果
に
心
ゃ
号
は
わ
以
以
後
、
平
文
技
法
え

深
め
る
こ
と
か
w
.
,
"
'
r
、
ワ
ー
が
、
こ
{
6
r
．
望

氏
の
平
文
技
法
は
次
第
に
認
密
に
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
か
表
現
で
さ
る
よ
う
に
な
f
た
C

冽
え
ば
、

線
椛
を
平
文
で
表
わ
ナ
際
に
は
‘
筆
の
打
ち
込
う
や

じ
せ
さ

肥
辱
ま
で
微
妙
に
示
し
、
二
鬼
粉
蒔
き
⑦
雑
か
と

間
迄
え
る
ほ
ど
て
あ
合
こ
仇
ら
乃
平
，
文
（
い
、
成
来
，
か

認
め
ら
汎
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
厭
要
熙
形
文
化

財
蒔
絵
」
の
保
持
者
に
認
定
さ
れ
だ
。
透
年
，
円

熟
期
を
む
か
え
る
に
従
い
本
作
品
の
よ
う
に
平
文

`
『
や
葉
・
実
・
技
の
輪
乳
線
な
と
i
9

に
変
I
l
．
螢

（
実
の
赤
や
葉
の
緑
な
ど
）
こ
ど
各
砥
（
い
技
法
を
併

用
し
色
彩
感
に
あ
ふ
れ
と
華
麗
な
作
凪
と
な
｛
竺

（
文
化
J
t
"
、
伝
祠
文
化
誤
主
任
文
化
則
謁
済
宮
即
椅
汎
｝

圏

園

圏

＇

令
日
は
竺
文
化
取
の
様
I

ヽ
ょ
翌
際
協
ゎ
を

特
築
し
ま
し
た
。
団
内
で
は
あ
ま
り
広
報
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
池
叶
な
活
卯
も
．
｝
究
介
，
し

ま
し
と
こ
れ
昇
i
m
i
g
剥
ば
努
実
な
成
紅
t
C
を

生
，
知
て
お
り
r

関
保
国
か
ら
高
く
評
圃
さ
れ

て
い
ま
ず
今
回
の
特
集
で
は
文
仕
庁
が
行

『
て
い
る
す
へ
て
の
活
動
を
取
り
上
戸
る
こ

と
は
で
さ
ま
吐
；

必
要
怯
か
と
な
え
ら
杜
て
い
る
今
日
、
こ
｛
，
：

よ
う
な
為
力
か
よ
り
発
朕
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

「
報
告
，
一
の
コ
ー
ナ
i
で
は
、
九
月
に
院
催

さ
れ
ま
し
た
三
地
区
｛
~
文
化
摂
興
会
議
の

慨
要
企
取
り
上
げ
ま
し
た
e

院
伽
に
ご
尽
l
j

く
だ
さ
い
ま
し
た
千
禁
県
、
奈
良
犀
、
鹿
児

島
県

n
各
教
育
委
員
会
関
係
者
の
方
々
に
御

礼

申

し

上

げ

ま

す

，

J

：

ご

広
告
の
問
合
せ
。
申
込
み
先

株
式
会
社
き
ょ
う
せ
い
営
集
採

-
1
E
L
ス
。
＿
―
-
三
六
八
ー
ニ
ー
l
r
o
-
；
代
チ
）

——-31--

，
．
．
を
そ
＇

｛
い
の
染
し
さ
醍
醐
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
｀
ズ
幸
匹
郎
こ
翌
紺
）
．
雀
右
衛
門

ニ
白
経
姫
）
、
奈
，
十
評
ょ
阿
公
『
勁
九
郎
（
・
高

聞
太
邸
）
、
討
．
十
ふ
和
（
応
江
）
、
切
左
衛
門
〖
紀

平
冶
）
等
夕
大
作
臼
円
演
に
ふ
さ
．
｛
，
．
し
い

好
記
役
を
得
た
C

勇
壮
な
遅
代
古
典
剥
C
傑

作
を
お
某
し
み
い
が
｛
氾
き
た
い
C
2

.
”
そ
の
他
の
公
演
八
1
1
月
．
v

亨
声
明
了
小
劇
場
）

両
界
受
荼
濯
供
葦
に
日
•
6
時
牛

t
a
j
尾
罰
胴
缶
．
9

[

□
日

9
6
時
半

＞
日
本
の
民
俗
劇
と
人
形
芝
居
の
系
譜

か
ら
く
り
入
伽
芝
居
の
伝
統

四
日
•
6
時
2
8
日
・
1
時
半
•
6
時

可
演
芸
（
浪
芸
場
）

上

堺

ー

百

'

)

□
日

1
ど
時

中

席

1

1

円

1
2
0
日
（
疇
勺
認
こ

化
形
若
子
洩
芸
会
2
1
日
・
1
一
時

現

代

落

詰

六

人

の

全

認

日

・

l

時

国

立

名

人

会

2

8

日

・

1

時

講
談
秋
の
特
選
会
2
9
日
・
1
時

＞
能
楽
（
千
臥
ヶ
谷
能
楽
堂
一
）

叩

八

幡

前

・

詞

松

風

4

日

・

1

時

叩
雁
大
名
・
謁
雷
電
1
4
日
。
1
時
半

皿
骨
皮
．
醗
須
磨
源
氏
2
0
日
。
6
時
半

狂
言
の
会
「
猿
と
狐
庖
観
る
会
」

囮
汀
娯
．
囮
釣
狐
2
7
日
。
6
時
半

＞
文
楽
劇
場

□

大
阪
日
本
橋
）

+

i

月

文

楽

公

演

3

日

1

5

五

近
江
源
氏
先
陣
館

n時

恋
女
房
染
分
手
躙
心
中
宵
灰
申
4
時

-
1

雷

□
IIロ晨
記

へ

お

問

合

せ

lI．刈ー
1
]

呈
一
ー
ニ
六
五
ー
七
i
m
-
―

（

大

測

翌

贔

翌

曇

―

―
皇
ニ
ー1
四
一
三
！
・
-
三
＿
―
-
（
能
忍

一
尼
ハ
ー
ニ
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ニ
ー
ニ
五
三
一
（
文
喜
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